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初霜回数(遺位:回) 軸尾嘗 
日 日 

軍票区分 賞金区分 
4芳 

5ヨI 

l6月 7月 8月 9月 10 11 i2 1月 2月 3月 合計 取入 せき∴R- 

( 繍 ヽ○○′ 十十 中一 津月月 轄 十 七 

公 民 怨∴寧∴条 

公民謡・すくらも 学舘・ふれあい教 室・学避幾など 

有 的 0 

無料 
至韻代徴収 0 

全て無智 2 1 1 1 1 4 1 1 1 13 一一一一一 

公費館以外の社会抜青書隻 

P丁A・帝年会・子供 会・‡’-璃’一抹持 上体脇〇人軽接な ど 

有 料 2 2 1 1 2 1 l 2 l l 国 

無料 
空説代演取 0 

全て無料 I l i 4 2 3 2 I4 一一一一一 

福 祉 串∴∴袋 民生・社協など 

宥∴料 0 

無料 
空調代撤収 0 

全て無料 1 2 2 1 I 2 3 3 2 2 1 3 23 一一一一一 

行数・公共団体事業 
学桟・図・県・市 など 

有∴料 I 2 1 4 

申 
空溺代強敵 0 

全て無料 1 了 8 一一一一一 

上穏以外の地域団体 

防犯・交通安全・ 鯛生組合・納税組 合・消蒲団・町内 会・商工会など 

有 料 2 2 ま 6 

門 
空靭代散叡 0 

全て無料 I 7 8 ノー一一一 

各種グループ・サークル 
各種講至当一雄活 動 

有 料 40 46 42 40 33 36 44 4寄 40 31 42 45 約9 

無 
空朝代徴収 

全て無料 

営 利 目 的 有∴料 I i 2 

そ の 他 有 紳 

黒羽 空調代頭取 0 

全て無料 0 

合 計 47 謝 的 45 41 伸 56 54 54 41 46 53 581 787.211 

※∴参専∴∴前年度 59 53 馳 48 41 41 53 51 48 38 46 軸冒 500 的i.410 



平成25年10月10日多家良中央コミュニティだより

コ
ミ
セ
ン
の
カ
フ
ェ
と
山
田
さ
ん

第10号

「
生
涯
学
習
」

で

人
生
を
よ
り
豊
か
に

多
家
良
中
央
公
民
館

館
長

平
岡

幸
治

ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
お
元
気
で
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
?

み
な
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
公
民
館
活

動
に
格
段
の
ご
支
援
を
頂
き
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
公
民
館
に
は
、
文
化

的
で
明
る
く
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
の
為

に
、
成
人
式
の
主
催
、
敬
老
会
の
開
催
、

人
権
の
擁
護
、
生
涯
学
習
の
推
進
等

「
社
会
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た
活
動
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
地
区
の
公
民
館
活
動
は
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
、
概
し

て
他
地
区
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
活
動

が
為
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
生
涯
学
習

の
推
進
」
と
い
う
点
で
は
今
ひ
と
つ
活

発
と
は
言
い
難
い
面
が
あ
り
ま
す
。

「
生
涯
学
習
の
推
進
」

と
は
地
域
内

の
芸
術
、
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援

と
言
う
こ
と
で
す
が
、
当
地
区
に
は
支

援
を
必
要
と
す
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
ま
り

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
、

そ
こ
で
、
組
織
さ
れ
た
の
が
高
齢
者

を
対
象
と
し
た

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と

女
性
を
対
象
と
し
た
「
ス
ク
ラ
ム
学
級
」

で
す
。

本
来
は
生
涯
学
習
を
目
的
と
し
た

「
ス
ク
ラ
ム
学
級
」

で
す
が
、
多
家
良

地
区
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
毎
年
全

員
が
入
れ
替
わ
り
「
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」

と
共
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
い
ま
す
と
、

一
年
間
の
義
務
的
な
奉
仕
活
動
、
と
い
っ

た
受
け
止
め
方
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お

い
で
ま
す
。
最
近
の
ス
ク
ラ
ム
学
級
の

「
学
習
」
内
容
を
見
て
頂
き
ま
す
と
、

「
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
の
作
り
方
」

「
料
理

教
室
」

「
イ
タ
リ
ア
料
理
の
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
(
ホ
テ
ル
で
の
実
習
)
」

「
ヨ

ガ
教
室
」

「
ビ
ザ
を
作
ろ
う
」

と
い
っ

た
楽
し
い
趣
味
と
実
益
?
を
兼
ね
た

「
学
習
」
ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
、
学
級
員
の
皆
さ
ん
に
は
地

区
推
薦
の
一
年
間
だ
け
で
は
な
く
、
継

続
し
て
ス
ク
ラ
ム
学
級
に
残
っ
て
頂
き
、

生
涯
学
習
活
動
を
盛
り
上
げ
て
頂
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
知
る
は
喜
び
な
り
、
知
識
を
た
く

さ
ん
持
つ
こ
と
は
人
生
を
豊
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
」

と
言
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

多
家
良
町
協
議
会
の

活
動
報
告

多
家
良
町
協
議
会

会
長

立
岩

英
志

平
成
二
十
五
年
四
月
よ

り
多
家
良
吋
の
協
議
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

本
会
の
目
的
は
町
の
発
展

(
経
済
、

福
祉
、
他
)

に
寄
与
す
る
こ
と
と
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
役
員
、
理
事
十
九
名
で
お
世

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

主
た
る
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一
、
左
記
各
種
団
体
へ
の
運
営
費
補

助
金
の
支
給
。

宮
井
小
学
校
、
多
家
良
保
育
所
、
児
童

館
、
公
民
館
(
敬
老
会
、
成
人
式
)
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
団
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
、
多
家
良
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
多
家
良
地

区
の
安
全
を
守
る
会
、
少
年
補
導
協
助

員
。二

、
町
全
体
に
係
わ
る
公
共
設
備
の

充
実
を
は
か
る
。

①
県
道
新
浜
勝
浦
線
(
飯
谷
町
と
の
境

界
付
近
)

の
急
坂
、
カ
ー
ブ
、
狭
部
の

改
良
(
陳
情
,
折
衝
、
進
行
中
)

②
市
道
多
家
良
中
央
線
終
点

(
新
浜
勝

浦
線
と
の
合
流
地
点
)
改
良
。

③
県
道
小
松
島
佐
那
河
内
線
の
宮
ノ
下

車
両
離
合
待
避
所
の
新
設
。
(
最
終
調

整
段
階
)

④
児
童
、
幼
児
の
通
学
、
通
園
路
の
安

全
点
検
実
施
。
そ
の
結
果
多
家
良
中
央

線
の
コ
ミ
セ
ン
横
、
保
育
所
の
入
り
口
、

野
上
池
谷
境
界
に
横
断
歩
道
整
備
.
新

設
を
陳
情
。
さ
ら
に
池
谷
野
上
境
界
の

幹
線
側
で
あ
る
多
家
良
中
央
線
の
一
旦

停
止
マ
ー
ク
、
標
識
の
撤
去
を
申
し
入

れ
て
い
た
。

(
い
づ
れ
も
九
月
上
旬
に

完
成
)
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特
に
コ
ミ
セ
ン
横
交
差
点

(
三
叉
路
)

は
児
童
と
車
両
双
方
の
安
全
を
図
る
カ

ラ
ー
舗
装
が
完
成
し
、
効
力
を
発
揮
し

て
い
る
。

三
、
そ
の
他

自
主
防
災
会
組
織
の
資
料
最
新
版
作
成

(
二
〇
〇
五
年
四
月
作
成
初
版
の
改
訂
)
。

資
料
精
査
中
、
近
日
発
行
予
定
。

コ
ミ
セ
ン
横

三
叉
路

お
わ
り
に

行
政
区
と
し
て
の
多
家
良
地
区
(
飯
谷

町
、
渋
野
町
、
八
多
町
、
丈
六
町
、
多

家
良
町
の
五
町
)

は
お
互
い
に
関
係
が

深
く
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
団
等

五
ケ
町
村
に
ま
た
が
る
活
動
が
あ
り
、

ま
た
今
後
「
戦
没
者
慰
霊
祭
」
を
多
家

良
地
区
連
合
協
議
会
で
取
り
組
む
こ
と

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

道
路
改
良
も
含
め
、
五
ケ
町
村
の
結

束
が
益
々
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

以
上
、
協
議
会
の
実
情
を
報
告
し
て

私
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

多
家
良
保
育
所
入
り
口

∵
∴
っ
二
言

池
谷
、
野
上
境
界
付
近

Y
字
路

八
多
町
一
神
戸
市
と
徳
島
市
一

交
流
会
に
つ
い
て

八
多
町
協
議
会

会
長

橘

栄
一

神
戸
の
八
多
町
は

神
戸
市
の
北
部
に
位

置
し
、
近
く
に
は
有

名
な
有
馬
温
泉
が
あ

り
、
ど
ち
ら
の
町
も
本
は
八
多
村
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
同
じ
一
九
五
一
年
神
戸

市
、
徳
島
市
と
合
併
し
八
多
町
に
な
っ

た
。神

戸
の
八
多
町
は
約
千
二
百
世
帯
、

我
が
八
多
町
は
約
四
百
世
帯
と
住
民
数

に
差
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
町
も
山
に

囲
ま
れ
自
然
豊
か
で
伝
統
文
化
を
大
切

に
し
た
町
で
す
。

交
流
会
が
始
ま
っ
て
四
年
目
の
今
年

は
神
戸
市
北
区
の
八
多
町
へ
訪
問
す
る

周
り
で
七
月
二
十
八
日
(
日
)

に
四
十

名
で
訪
問
し
ま
し
た
。

今
年
の
交
流
会
で
は
、
八
月
十
六
日

に
地
元
神
戸
で
盆
踊
り
が
あ
る
の
で
、

「
そ
こ
で
阿
波
踊
り
を
踊
っ
て
み
た
い
!
 
、

か
ら
是
非
教
え
て
ほ
し
い
」
と
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
ケ
月
前

に
交
流
会
実
施
委
員
会
開
催
し
、
そ
れ

以
降
準
備
を
整
え
阿
波
踊
り
練
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

練
習
会
は
現
役
を
退
い
た
年
配
者
も

多
い
の
で
二
晩
に
亘
り
特
訓
を
し
ま
し

た
。当

日
は
両
町
の
参
加
者
に
は
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尚
、
当
日
の
交
流
会
の
様
子
が
地
元

の
神
戸
新
聞
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
と
も
両
町
の
交
流
を
通
じ
て
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

神
戸
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

蛍
の
へ
や
町
角
1
2
0
0
逆
槽
)
と
懲
嘱
託
の
村
か
卿
へ
鮮
4
0
0
設
照
)

町
名
と
い
う
鯖
善
一
い
の
町
を
帝
京
、
暮
し
、
視
隻
を
鎮
め
て
い
る
.
郷
電
停
着
、
機
動
の
鮮
創
了
へ
高
《
八

阜
爪

へ
叱
属
人
轟
)
存
織
れ
.
章
甥
の
酉
締
高
り
あ
馬
屋
つ

へ
8
句
の
鉢
鋳
り
購
i
向
い
る
よ
う

砂喜梼二隼了月29阜 飯田 春日

・同じ「八多町」が縁、北区と徳島市

南
端

(
長
刀
浄
写
■
)

健
烏
の
人
参
病
毒
館
鴻
嶋

の
暗
影
馨
-
申
し
、
打
の
職

か
ら
験
く
「
種
皮
大
字
か
園

部
」
で
有
名
.
ご
ろ
り
の
軍

も
.
書
手
う
小
一
へ
’
支
.
〕
i

っ
{
.
〆
÷
示
声
〕
1
9
-
?
▲
十

曾
-
」
、
鼻
霧
種
子
と
合
併

)

ハ
(
〇
線
と
」
}
っ
へ
へ
.
凄
い
、
川

津
は
高
ま
義
γ
〇
着
、
事
業
-
典

の
窒
で
あ
る
へ
蜜
丈
〇
月
ふ

い
す
ね
で
も
有
力
C
.
い
う
“

○
賃
∪
-
0
守
.
妄
り
人
事

意
力
亘
葛
慶
事
、
鮭
誌
で
人
′
予

か
衛
濃
を
東
で
し
丁
★
▲
館
尊

書
重
り
、
飯
嶋
賓
慶
」
べ
◆
寄

合
う
よ
う
に
を
′
J
を

今
鱗

に
高
手
が
競
艇
千
・
〇
束
-
\

8
登
場
聾
に
蜜
の
握

配
り
こ
寧
Y
入
れ
さ
っ
と
.

冨
栂
り
夕
雲
ヽ
h
`
つ
つ

)
こ
こ
「
し
ト
ヽ

.
瀧
ぽ
停
.
の
地
鳥
磨

本場の阿波踊りを伝授

聞
四
国

鱒鞠轟
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お
も
っ
し
よ
い
ジ
ョ
!
!

児
童
館

多
家
良
中
央
児
童
館

館
長

福
本

輝
美

夏
休
み
も
終
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

疲
れ
も
見
せ
ず
、
元
気
一
杯
で
児
童
館

で
遊
ん
で
い
ま
す
。

秋
も
た
く
さ
ん
の
行
事
が
続
き
ま
す
。

乳
幼
児
対
象
の
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
お

月
見
だ
ん
ご
を
作
り
ま
し
た
。

運
動
会
が
終
わ
れ
ば
、
ハ
ロ
ウ
イ
ン
、

そ
し
て
地
域
の
お
祭
り
や
、
児
童
館
ま

つ
り
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
児
童
館
ま
つ
り
は
、
コ
ミ
セ

ン
祭
り
と
合
同
で
十
一
月
十
七
日
(
日
)

に
行
う
予
定
で
す
。

児
童
館
職
員
だ
け
で
は
、
な
か
な
か

で
き
な
い
こ
と
も
、
地
域
の
方
が
た
や

保
護
者
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
た
く

さ
ん
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
出
来
て
お

り
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
祭
り
と
児
童
館
ま
つ
り
に

は
是
非
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
家
族

の
み
な
さ
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ん
な
!

コ
ミ
セ
ン
の
除
草
と

花
植
え

多
家
良
宝
寿
会

会
長

安
広

政
一

台
風
一
過
、
蒸
し
暑
さ
の
残
る
中
、

十
月
十
日
、
早
朝
八
時
に
会
員
の
皆
さ

ん
十
四
名
が
コ
ミ
セ
ン
を
綺
麗
に
し
よ

う
と
集
ま
り
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
を
間
近
に
控
え
、

来
客
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
潤
い
の
あ

る

「
お
も
て
な
し
」

を
し
よ
う
と
除
草

と
花
の
植
え
替
え
を
し
ま
し
た
。

ど
の
作
業
も
足
腰
の
痛
い
仲
間
達
で

す
か
ら
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
た
り
、

医
者
と
薬
の
情
報
交
換
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

植
木
の
中
の
空
き
缶
や
お
菓
子
の
袋
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
は
て
ま
た
ラ
ム
ネ
の
ビ

ン
な
ど
危
険
な
も
の
も
沢
山
あ
り
、
足

場
の
悪
い
中
、
苦
労
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
始
末
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や

学
校
、
児
童
館
な
ど
で
も
教
え
と
躾
け

が
大
切
で
す
か
ら
、
宜
し
く
お
願
い
し

た
い
も
の
で
す
。
作
業
は
三
時
間
ほ
ど

で
済
み
、
お
茶
と
お
弁
当
で
綺
麗
に
な
っ

た
中
庭
で
談
笑
し
、
気
持
ち
よ
く
お
開

き
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。


